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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 16,457 △1.2 113 ― 142 ― 42 ―
23年3月期第3四半期 16,656 △5.9 △58 ― △633 ― △746 ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 237百万円 （―％） 23年3月期第3四半期 △1,134百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 0.46 ―
23年3月期第3四半期 △8.02 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 10,752 6,451 60.0
23年3月期 10,065 6,214 61.7
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  6,449百万円 23年3月期  6,212百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
平成24年３月期の配当金支払については未定としております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ― 0.00 ―
24年3月期（予想） ― ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,629 △1.1 164 ― 198 ― 69 ― 0.75



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続きを実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信〔添付資料〕３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 93,485,800 株 23年3月期 93,485,800 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 405,019 株 23年3月期 405,019 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 93,080,781 株 23年3月期3Q 93,080,781 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況の中、生産

活動や輸出、個人消費などに持ち直しの動きが続き、回復傾向にありました。しかしながら、円高の長期化や欧州

の債務危機などの影響により景気は足踏み状態となりました。  

 このような状況の中、当社は成長性と安全性を重視した事業ポートフォリオの構築を基本方針として、投資先で

あるグループ企業のバリューアップに努めてまいりました。また、昨年度計上した未払消費税等見込額と請求額と

の差異（経常利益79百万円）、子会社の通貨及び金利交換取引契約の円高による損失（経常損失93百万円）、貸株

に対する引当金繰入（特別損失37百万円）等がありました。その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上

高164億５千７百万円（前年同期比1.2％減）、営業利益１億１千３百万円（前年同期営業損失５千８百万円）、経

常利益１億４千２百万円（前年同期経常損失６億３千３百万円）、四半期純利益４千２百万円（前年同期四半期純

損失７億４千６百万円）となりました。 

 当社グループの各事業の概況は下記のとおりであります。 

 セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。   

（ダイカスト事業）  

 当セグメントにおきましては、主要取引先であります自動車業界では、東日本大震災後のサプライチェーンの

混乱による自動車生産台数の落ち込みから徐々に回復してまいりましたが、上記のとおり、円高の長期化などに

より依然厳しい状況が続いており、主要取引先であります自動車業界からの受注量が減少したことから売上が減

少しましたが、原価低減などを行いました。その結果、その結果、売上高28億２千５百万円（前年同期比14.1％

減）、セグメント損失（営業損失）５千万円（前年同期セグメント損失７千８百万円）となりました。 

（食品流通事業） 

 当セグメントにおきましては、主要販売商品である酒類におきましては、消費者の低価格志向、酒類販売免許

の完全自由化に伴う競合相手の増加の影響が引き続いております。また、当社店舗近隣への他社店舗の出店の影

響も出ておりますが、合理化による経費の削減に努めた結果、売上高83億９千８百万円（前年同期比1.6％

増）、セグメント利益（営業利益）１億９百万円（前年同期比53.2％増）となりました。 

（酒類製造事業） 

 当セグメントにおきましては、業界全体における酒類の出荷数量は、前年と同程度であったと見込まれます

が、内訳をみると、ウイスキー及びスピリッツ類が伸び、当社の主力商品である乙類焼酎は減少となっておりま

す。さらに、景気低迷や金融市場の混乱等による個人消費の冷え込みにより、低価格志向の流れが引き続いてお

ります。また、売上構成比の変化により利益率が低下しました。このような状況の中、売上高24億５千３百万円

（前年同期比5.0％減）、セグメント利益（営業利益）２億３千９百万円（前年同期比18.5％減）となりまし

た。 

（教育関連事業） 

 当セグメントにおきましては、医療・福祉法人と提携し認知症緩和ケア教育（タクティール教育を含む）の実

施を行っている部門、株式会社立「ウィッツ青山学園高等学校」の運営を行っている部門及び主に学校・学習塾

向け教材の制作・販売及びテスト関連事業を行っている部門の三つに大別されます。認知症緩和ケア教育等の普

及につきましては、認知症ケアに対するニーズは大きく各地でのセミナー開催や広告効果により認知度は高まり

つつあり、高等学校（定時制・通信制）運営につきましては、開校後比較的新しい学校のため生徒数増大が最重

要課題であり、特にインターネットを活用した通信制課程の生徒獲得に注力しております。テスト関連部門で

は、中学生向け会場テストの新採点方式が高評価を受け、公立中学を中心にシェアを確保しましたが、教材制

作・販売においては公立学校の教科書改訂のために、制作コストが先行しております。このような環境の中、全

体として売上高21億６千９百万円（前年同期比4.8％増）、セグメント利益（営業利益）１億１千３百万円（前

年同期比84.1％増）となりました。 

（リフォーム関連事業） 

 当セグメントにおきましては、受注競争が厳しい中、売上高が増加し、さらに原価低減に努め、粗利率が上昇

した結果、売上高５億５千４百万円（前年同期比24.9％増）、セグメント損失（営業損失）０百万円（前年同期

セグメント損失５千２百万円）となりました。  

（その他事業） 

 当セグメントにおきましては、損害保険代理業務、不動産事業等を行っており、売上高５千６百万円（前年同

期売上高３百万円）、営業利益７千２百万円（前年同期比30.7％増）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は107億５千２百万円となり前連結会計年度末に比べ６億８千７百

万円増加いたしました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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増加の主な要因は、現金及び預金が２億７千７百万円、受取手形及び売掛金が５億８千１百万円それぞれ増加

となり、減少の主な要因は仕掛品が１億１千９百万円、有形固定資産のその他（機械及び装置）が１億４百万円が

減少したことなどによります。 

当第３四半期連結会計期間末における負債は43億１百万円となり前連結会計年度末に比べ４億４千９百万円増

加いたしました。 

増加の主な要因は、支払手形及び買掛金が６億６千６百万円が増加し、減少の主な要因は未払金が１億９千７

百万円減少したことなどによります。 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は64億５千１百万円となり前連結会計年度末に比べ２億３千７百

万円増加いたしました。 

 これは主として四半期純利益４千２百万円を計上したことに加え、その他有価証券評価差額金が１億９千４百万

円増加したことなどによります。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、第３四半期連結会計期間における業績の推移を勘案し、業績予想の見直しを行った結

果、平成23年11月11日の決算発表時に公表しました平成24年３月期の通期（連結・個別）業績予想を修正しており

ます。なお、業績予想の具体的内容は、本日発表の「特別損失の計上及び業績予想の修正等に関するお知らせ」を

ご参照ください。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

   

  （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 （税金費用の計算） 

  税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純損益に対する税効果適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて算定しております。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

  

【追加情報】   

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,886,311 2,163,865 

受取手形及び売掛金 1,563,970 2,145,452 

有価証券 21,334 19,097 

販売用不動産 357,017 326,668 

商品及び製品 1,238,656 1,291,667 

仕掛品 643,092 523,989 

原材料及び貯蔵品 287,336 261,794 

未収入金 95,265 89,182 

その他 90,670 149,730 

貸倒引当金 △10,829 △8,560 

流動資産合計 6,172,825 6,962,887 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 962,419 894,772 

その他（純額） 1,242,382 1,143,374 

有形固定資産合計 2,204,801 2,038,146 

無形固定資産   

のれん 529,931 501,004 

その他 79,082 86,208 

無形固定資産合計 609,014 587,212 

投資その他の資産   

投資有価証券 403,491 598,624 

敷金 315,554 303,613 

出資金及び保証金 248,039 255,910 

長期貸付金 229,449 151,063 

破産更生債権等 1,719,037 1,716,980 

その他 68,023 71,231 

貸倒引当金 △1,904,356 △1,932,702 

投資その他の資産合計 1,079,239 1,164,720 

固定資産合計 3,893,055 3,790,080 

資産合計 10,065,881 10,752,968 
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,516,298 2,182,308 

短期借入金 260,552 241,784 

1年内償還予定の社債 30,000 30,000 

未払金 471,847 274,365 

未払法人税等 39,436 45,717 

未払消費税等 37,984 44,884 

未払費用 287,768 366,022 

賞与引当金 36,301 9,618 

返品調整引当金 25,859 － 

修繕引当金 2,886 － 

災害損失引当金 29,369 9,925 

その他 125,742 188,201 

流動負債合計 2,864,047 3,392,828 

固定負債   

社債 60,000 30,000 

長期借入金 182,970 171,007 

長期未払金 30,833 27,853 

退職給付引当金 28,519 31,774 

訴訟損失引当金 19,500 19,500 

資産除去債務 25,153 24,928 

デリバティブ債務 522,066 515,203 

長期リース資産減損勘定 101,852 68,201 

繰延税金負債 3,520 15,791 

その他 13,305 4,276 

固定負債合計 987,721 908,536 

負債合計 3,851,769 4,301,365 

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,000,000 8,000,000 

資本剰余金 2,146,486 2,146,486 

利益剰余金 △3,906,373 △3,863,647 

自己株式 △27,234 △27,234 

株主資本合計 6,212,878 6,255,605 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △21 194,208 

その他の包括利益累計額合計 △21 194,208 

少数株主持分 1,254 1,789 

純資産合計 6,214,112 6,451,602 

負債純資産合計 10,065,881 10,752,968 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年12月31日) 

売上高 16,656,681 16,457,875 

売上原価 13,397,434 13,148,469 

売上総利益 3,259,246 3,309,405 

販売費及び一般管理費 3,318,043 3,195,708 

営業利益又は営業損失（△） △58,796 113,696 

営業外収益   

受取利息 4,361 2,929 

受取配当金 260 296 

有価証券運用益 2,574 － 

匿名組合投資利益 4,831 6,699 

受取賃貸料 21,602 3,878 

補助金収入 7,050 21,341 

労働保険料収入 14,156 － 

更正決定延滞税額戻入額 － 79,799 

その他 36,068 50,056 

営業外収益合計 90,903 165,001 

営業外費用   

支払利息 15,492 10,572 

手形売却損 6,960 4,114 

為替差損 621,447 93,008 

支払地代 17,809 2,280 

その他 4,175 25,792 

営業外費用合計 665,886 135,767 

経常利益又は経常損失（△） △633,779 142,929 

特別利益   

固定資産売却益 1,819 2,602 

貸倒引当金戻入額 10,378 － 

投資有価証券売却益 61 － 

還付事業税 18,415 － 

その他 1,140 － 

特別利益合計 31,816 2,602 

特別損失   

固定資産除売却損 28,986 6,014 

投資有価証券売却損 2,500 － 

貸倒引当金繰入額 45,876 37,000 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 16,068 － 

特別調査費用 11,160 － 

その他 167 3,407 

特別損失合計 104,759 46,422 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△706,722 99,109 

法人税等 38,737 55,848 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△745,460 43,261 

少数株主利益 818 534 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △746,278 42,726 
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△745,460 43,261 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △389,168 194,229 

その他の包括利益合計 △389,168 194,229 

四半期包括利益 △1,134,628 237,490 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,135,447 236,955 

少数株主に係る四半期包括利益 818 534 
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  該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。   

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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